
わたし できるよ

ようちえんや ほいくしょで、
やって いた ことは あるかな。
しょうがっこうでも できるかな。



わたし　できるよ
　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）」は、
幼児期に育みたい資質・能力を、
子どもの具体的な姿で表したものです。
　これらを手がかりにして、幼稚園・保育所等の教職員と
小学校の教員の間で子どもの姿について共有したり、
これらの姿が発揮できるように意識して
カリキュラムデザインや環境デザインを
行ったりすることで、幼児教育と
小学校教育の円滑な接続に
つなげていくことができます。

この資料は、光村図書「せいかつ たんけんたい 上」p16-17をもとに、「掲示編」「解説編」の二面で構成しています。
掲示編…… 幼児期から1年生終了時ごろ（架け橋期）の経験を振り返る際にご活用いただけます。

児童といっしょに見ながら、これまでの経験や学びを確かめて自信をもつとともに、
それらを生かして学校生活を送りたいという意欲を引き出すことにつながります。

解説編…… 小学校・幼稚園・保育所等の先生方が、子どもの姿を見取り、共有される際にご活用いただけます。
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　ここに描かれている子どもたちのように、児童
は入学までに、たくさんの豊かな経験をし、遊び
を通してたっぷりと学んできています。「10の姿」
は、幼児期にふさわしい遊びや生活を積み重ね
ることにより、資質・能力が育まれている子ども
の具体的な姿です。そのため、10の姿で児童を
捉える際には、到達目標ではないことや、それぞ

れの項目を個別に取り出して指導するものでは
ないこと、全ての児童に同じように見られるもの
ではないことなどに留意することが大切です。こ
うした点を意識し、児童のこれまでの育ちや学
びを引き出して、できていることを価値づけてい
きましょう。一人一人が自信をもって小学校生活
を送れるよう支援していきたいですね。

10の姿 活用のポイントおしえて! 寳來先生!

健康な心と体
充実感をもって自分のやりたいことに向かっ
て心と体を十分に働かせ、見通しをもって行
動し、自ら健康で安全な生活をつくり出すよ
うになる。

思考力の芽生え
身近な事象から、物の性質や仕組みなどを感
じ取ったり、気付いたり、考えたり、予想し
たり、工夫したりして、多様な関わりを楽し
むようになる。また、友達の考えに触れ、自
分の考えをよりよいものにするようになる。

協同性
友達と関わる中で、共通の目的の実現に向け
て、考えたり、工夫したり、協力したりし、
充実感をもってやり遂げるようになる。

社会生活との関わり
家族を大切にしたり、地域の身近な人と触れ合ったり
する中で、相手の気持ちを考えて関わり、地域に親し
みをもつようになる。また、情報を役立てて活動した
り、社会とのつながりを意識したりするようになる。

自立心
自分の力で行うために考えたり、工夫したりし
ながら、諦めずにやり遂げることで達成感を味
わい、自信をもって行動するようになる。

自然との関わり・生命尊重
自然に触れて感動する体験を通して、自然への愛情や畏
敬の念をもつようになる。また、生命の不思議さや尊さ
に気付き、身近な動植物を大切にするようになる。

言葉による伝え合い
経験したことや考えたことなどを言葉で伝
えたり、相手の話を聞いたりし、言葉によ
る伝え合いを楽しむようになる。

数量や図形、標識や文字
などへの関心・感覚
遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文
字などに親しんだり、活用したりして、興
味や関心、感覚をもつようになる。

豊かな感性と表現
心を動かす出来事などに触れ、感性を働か
せる中で、感じたことや考えたことを表現
し、表現する喜びを味わい、意欲をもつよ
うになる。

道徳性・規範意識の芽生え
よいことや悪いことが分かり、自分の行動
を振り返ったり、友達の気持ちに共感した
りし、相手の立場に立って行動するよう
になる。また、きまりを守る必要性が分か
り、きまりをつくったり、守ったりするよ
うになる。


